


























まとめ 

北部九州(福岡、佐賀県)を対象に医師へのアンケート調査と、急死例の剖検、検屍例の個

別調査から SIDS の疫学を知ろうと試みた。アンケートでは福岡県での昭和 57-59 年間の

SIDS(広義)の発生頻度は 1,000 人の出生児数中0.07 であった。この率は発展国の SIDS 発

生率に比べ著しく低い。乳幼児突然死の剖検では 80.8(北九州市)、66.6(福岡県全体 2 週

-2 才未満)～58(福岡県全体 5才以下)%が SIDS(狭義)であった。剖検すれば SIDSがかなり

高い頻度で存在することがわかる。発生要因としては、これまでいわれているようなこと

が大部分であった。 

研究方法 

1.北部九州の SIDS 発生の疫学 

福岡県、佐賀県の全医師会員に、医師会の協力をえて医師会経由調査用アンケート(表 1、

2)を配布し、経験の有無等を聞いた。前回昭和56年に実施したので、今回は 57年 1 月よ

り 60 年末までの 4年間の経験例を対象とした。 

佐賀県の場合は一次アンケートとして、別掲のような趣意書と返信用の葉書を医師会会報

と一緒に、県下の医師会員全員に送った。二次アンケートは、SIDS またはその未然型と思

われる症例を経験したと御回答いただいた先生方に少し詳しいアンケート用紙(二次アン

ケート)を返信用封筒と同封し、2月 10 日までに御返事いただけるように依頼した。 

2.北部九州の SIDS－剖検よりみた疫学 

北九州市、福岡市、および全福岡県、佐賀県関連の検屍・検案の対象となった乳幼児急死

例(昭和 55-60 年度の 6年間)5 才以下の 154 件につき検討した。 


